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給食管理実習の動向（第2幸艮）

一食品摂取状況・食品価格・ガス使用状況について－

山岸恵美子・伊藤徳

はじめに

本学における給食管理実習は，昭和26年に開始され，

約30年を経過した。この期間中の実習内容の実態を諸帳

縛から調査することは，実習の動向を記録に残すととも

に，今後の指導の手がかりをうる上に重要な意義がある
1）

と考える。この目的のために第1報では，実習の変遷な

らびに昭和37年度から53年度までの食費・栄養摂取状態・

料理形態などについて調査し，その結果を報告した。

今回は引続き，下記の項目について調査検討したの

で，その概要を報告する。

調査項目

（1）各年度の食品摂取量構成比

（2）　〝　食品摂取頻度

（3）食品価格の年次推移

は　ガス使用量と料金について

調査方法

調査対象とした資料は，第1報と同様，昭和37年度か

ら53年度までに記録された献立表・栄養出納表・購入簿

献立集・給食日誌及びガス使用記録簿などの諸帳薄（以

下帳簿という）である。

各年度における食品の種額とその摂取量構成比・摂取

頻度・食品価格・ガス使用量と料金などは，帳簿に記域

されている数値から年度別平均値を求め考察した。ただ

し，37・38年度は通年実習の形態なので，食品の価格

は，39年度以降の後期実習（10月から翌年1・2月）に

相当する期間の価格のみ採用してその平均値を求めた。

また，実習時の食品価格（以下実習価格という）は，年

度により銘柄・品質・価格などが異なっているので，稔
3）

理府の統計調査年報による長野市の食品小売価格（以下

市価という）の中，実習と同年月の価格について平均値

を求め併記した。なお，52・53年度のガス使用丑は，校

舎全市改築後専用ガスメーターが未設置になっているの

で測定していない。

結果と考察

1食品摂取量構成比

各年度で摂取していた食品の全種莞酌こついては記載で

きないので，摂取畳の多い食品について食品頬別に構成

比をみると，つぎのとおりである。なお，各塀中には，

加工食品も含まれている。

1）敷板

穀類の摂取量構成比は表2のとおりである。各食品に

ついてみると，白米の比率は全年度とも穀煩中では最も

高率で，第1報の主食の形態に米飯が一番多かったこと

と一致しているが，摂取量比率は年度による差が著し

く，45′、ノ75％になっている。年度別では37・38・45・

46・52年度が50％以下，連に42・44年度は70％以上であ

る。また，ゆでうどんの比率は0′、ノ26％，はんは0～19

％，スパゲッティは0～9％で，何れも白米に比較する

と著しく低率である。しかし，スパゲッティの比率は年

度を経るに従い微弱ではあるが増加候向を示し，その回

帰直線の候きは0．39〔y－3．53＝0．39（Ⅹ－45．25）。Ⅹは

年度，yほ食品の畳。以下同様〕で危険率1％で有意と

なり，主食の洋風化が認められる。中華そばは学生の比

枚的好む食物であり，また，うどんと同様に大量調理に

おける麺料理の技術習得もあって53年度以外は摂取して

いるが，摂取量は穀類申2～13％で少ない。その他，構

成比は低率であるが，かたくり粉・もち米・ぽん粉・日

本そば・マカロニなどを摂取している。

2）いも類

義3のとおり，じゃが芋・さつま芋・さと芋・こんに

ゃくが主な摂取食品であるが，各年度とも安価で味にく

せがなく，広範囲な料理に適用できるじゃが芋が最も摂

取畳多い。特に47′、ノ49・53年度の比率はいも煩中80〃96

％の高率である。この年度は摂取しているいも項が2′－

3種杭で少ない。さつま芋は47・53年度以外で摂取して

おり，その比率は1～36％である。さつま芋は43・46年

＿度が高率である。こんにゃくは49年度以前（45年度を険
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く）が低率で0〃7％になっているが，51・52年度は26

％及び21％で多い。さと芋は美味であるが高価な上に廃

棄率が多く，剣皮にも時間を要するので，比率はいも類

中19％以下である。その他　はるさめ・なが芋などを摂

取している。

3）豆類

蓑4のとおり，大豆製品であるとうふ・うすあげ（表

4注参照）が主な摂取食品であるが，その比率はとうふ

とみそが多い。とうふは53年度には実習形態の切替えで

実習回数が少ないためか，本報の段階では摂取していな

いが，他の年度では豆類中25～66％になっている。みそ

は米飯を主食とする日本人の食生活に，みそ汁形態で一

般には組合わされることが多いが，本実習では比率が20

～79％で，著しく低率な年度もあるq　うすあげは重畳が

少ないので構成比は低率である。

4）魚介叛

生鮮魚介類では，さんま・あじ・さば・ちくわ・い

か・魚肉ソーセージが主な摂取食品であるが，表5のと

おり摂取量の多い魚介煩の種類は年度により差がある。

生鮮魚介塀は後述のとおり価格の変動が大きいために，

その年度で安価に購入できるものを選択していたと考え

る。

食品別にみると，さんまとさばは比校的多くの年度で

摂取している。さんまは37・41・49年度が29′｝31％の高

率であり，さばは45・46年度が28％及び35％の高率であ

る。あじは殆ど44年度以前に摂取しており∴比率は40′、ノ

44年度（42年度を除く）が27′、ノ38％の高率である。いか

は38・42年度が摂取量多く，比率は17％及び43％になっ

ている。

魚介類の加工品では主にちくわと魚肉ソーセージを選

択している。ちくわは47年度以降に摂取量が多く比率は

22′）31％である。魚肉ソーセージは37年度から52年度の

広範囲な年度で摂取し，その比率は5′｝3095である。ま

た，52・53年疫にはメルルーサーを給食にとりいれてい

る。

つぎに，上述の魚介額の1食当たりの摂取量から，ど

の位のたん白質がとれたかを検討すると表1のとおりに

なるQ

18～20才女子の1食当たりのたん白質所要量は21．7g

（昭和亜・50年栄泰審議会）一24．0g（昭和38年栄養審

議会）なので，生鮮魚介類を献立にとりいれた場合に

をも　比蚊的容易に所要量のたん白質に近づくことができ

るq Lかし　ちくわや魚肉ソーセージなどの加工品は，

他の食品とともに調現されることが多いので，1食に摂

取するたん白質は少ない。膏た，52・53年度で横取して

18

蓑1魚介頼1食当たりのたん白質量

食　　　　品 ����,ﾉ�ｸ靖|｢����堀�｢�1食のたん白質 　（g） 

さ　ん　　ま 鉄��C�6ﾘ�ｳド�CB�10．0′、ノ17．3 

さ　　　　ば 鉄��C��ﾈ�X璽s8�C2�9．2′一13．2 

あ　　　　じ 都��C8�ﾈ璽度�C2�15．7′一19，5 

い　　　　　か 祷�C��ﾈ��6ﾓ����C��1．7′一17．0 

ち　　く　わ ����C��ﾈ�X璽c��C��2．5′一7．9 

魚肉ソーセージ ��h�C8�X���ﾃ3(�Cb�2．8′一5．5 

いるメルルーサーは，1回の摂取量が60′｝80gである
4）

が，この生魚のたん自質は成分表では明瞭でなく，フラ

イとして100g中15．0gのたん白質が記載されているの

で，実習時にはこの数値から換算した。

その他，さばの水煮缶が比較的多くの年度で選択して

いるのは，安価なためと考える。また，摂取量は少ない

が，あいなめ・たら・とび魚・さわらなどの鮮魚や，桜

えび・でんぶ・しらす千・きつまあげ・かまぼこなども

とりいれている。

5）獣鳥鯨肉摂

全年度の構成比をみると蓑6のとおり，肉類中では豚

肉の摂取量が最も多く，比率は18ノー80％になっている

が，年次経過による上昇債向は危険率5％でも有意では

ない〔y－51．19＝1．62（Ⅹ－45．00）〕。くじら肉は37′、ノ45

年度に11～63％の比率になっているが，46年度以降は価

格面などから全く選択していない。鶏肉の摂取傾向は回

帰直線の懐きが2．48で著しく有意であり，年次による増

加が認められる〔y－23．43＝2．48（Ⅹ－45．44）〕。牛肉は

高価なた鋸こ実習では殆どとりいれていない。加工品と

してはプレスハムが1′〉18％の比率である。

つぎに，肉塀の摂取量が多い年度について，1食分の

肉量からえられるたん白質量をみると，豚肉は1食29・1

g（46～50年度平均），たん白質4．9g，鶏肉は1食43．0

g（50ル52年度平均），たん白質9．0g，くじら肉は1食

49．0g（37・38・40年度平均），たん白質10．8g，プレ

スハムは1食12．6g（39・40・42年度平均），たん白質

2．0gに．なっている。

6）卵塀・乳塀

卵類及び乳額の年度別摂取量は第1報で報告したので

省略する。卵類の種煩は殆どが鶏卵で，危険率1％で鮭

年につれ有意乾上昇していることが認められる〔y－

10．70コ0，53（Ⅹ－45．00）〕。乳類は牛乳とスキムミルクで

ある。

7）野菜類

奨習時に出廻る野菜が安価で栄養価は高いので摂取量

が多いと考えたが，年度別横取鹿の構成比からみると蓑

勺のとおり，37・38年度の通年実習と39年度以降の後期
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実習との間には大差が認められない。奨習で使用する野

菜類は価格・栄養・量的に制限されているためであると

考える。

全年度をとおして摂取量比率の多い野菜塀をあげる

と，たまねぎ・にんじん・きゃべつ・だいこん・もやし・

はくさい・ほうれん草の7毯供である。掛こ，たまねぎ

は安価で料理範囲が広く，学生の噂好にも合っているた

め，野菜類申12～26％の高率である。カロチソ含有量が

高いにんじんも比率が高く9〝24％になっている0ま

た，きゃべつ4ル19％，だいこん4～21％，もやし2～

11私はくさい3～26％，ねぎ2”6％である。かぼち

ゃは後期実習時に沢山出廻る食品であるが，煮くずれと

噂好上からか摂取量は非常に少ない。パセリ・ダリソピ
ースは色どりに各年度で使用しているが畳的には散々た

るものである。

以上の他に，ピーマソ・しゅんぎく・ごぼう・きゅう

り・レタス・しょうが・たけのこなどを摂取している0

8）果物塀

表8のとおり，りんごとみかんが大部分である0　りん

ごの種類は紅玉と国光が主であったが，近年は味覚上か

らか主立の摂取量が多くなっている。りんごは37ル39年

度が果物中71～89％の高率であるが，摂取量は第1報の

とおり少ない。みかんは殆ど冬みかんで，その比率は果

物の摂取量の増大傾向に一致し，危険率2・5％で有意で

あり，年次的に増加していることが認められる0〔y
－35．84＝2．00（Ⅹ－45．00）〕。バナナは45年度頃から献立

にとりいれられるようになった。柿は摂取量が少ない0

レーズソは各年度で若干使用している。

9）油脂顆・砂糖類

油脂叛の種棟は少ないので表示してないが，植物油が

大部分で，その構成比は71－98％の高率である0マーガ

リソはピタミソAの補給もかねて主に強化マーガリソを

選択しているが，比率は6～2995の低率である0バター

は高価なために集団給食では摂取量が少ない。砂糖株は

殆ど白砂糖で，その年度別摂取量は第1報のとおりであ

る。

10）その他

種実煩では，ごまとピーナッツを摂取しているが上皇

的には非常に少ない。きのこ頬は主にしいたけである。

海藻塀は37・38年度にひじきが比較的多く摂取している

が，他の年度の摂取畳は少ない。その他　こんぷ・わか

め・のりなども摂取している。

調味晶煩ではトマトケチャップ・マヨネーズ・ウース

ターソース・しょうゆ・塩・酢などを使用している。トマ

トケチャップとマヨネーズの摂取畳は年々僅かに増加し

ている〔トマトケチャップy－1．92＝0．14（Ⅹ－44．27），

表2　　　穀類の摂取量構成比

年 度 �����9h+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　　品 

1位 �(犬�3位 滴犬�5位 塗犬�7位 

37 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん ����中準そ ば 傅ﾈ��Z��その他 

100（137．2） 鼎H�Cb�19．6 ��X�Cb�7．1 店�Cr�3．6 �8�C��

38 ��白米 �-ｸ/��ゆでう どん ��B�中華そ ば 傅ﾉI饉"�その他 

100（128．8） 鼎��C��16．4 ��H�CR�4．4 �(�Cr�2．6 祷�CR�

39 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん �.�+�B�中華そ ば 傅ﾉI饉"�その他 

100（143．6） 鉄��C"�21．0 ��x�C��2．8 �(�Cr�1．7 �(�C��

40 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん 傅ﾉI饉"�スパゲ ッティ �(h揶+ｲ�,��その他 

100（144．9） 鉄��C��24．5 ��x�Cb�2．5 �(�CB�1．5 ���CB�

41 ��白米 �-ｸ/��ゆでう どん 傅ﾉI饉"�中華そ ば 兢�ﾄ兌"�その他 

100（139．2） 鉄��C��B�17．7 ��x�Cb�2．9 ���3��0．7 ���C"�

42 ��白米 �,�/��中華そ ば 傅ﾉI饉"�スづケ ツ丁イ �.�+�B�その他 

100（123．4） 都X�CB�8．3 �8�CR�3．4 �(�Cb�2．4 滴�CB�

43 ��白米 �.H,X*B�,x/��中華そ ば �5�,85��63x��42�ぽ　ん 傅ﾉI饉"�その他 

100（136．3） 田8�Cb�17．4 店�Cb�4．4 �8�C2�2．0 �8�Cr�

44 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん 傅ﾉ¥���スづケ ツ7■イ �(h揶+ｲ�,��その他 

100（130．2） 田��CR�11．9 �8�C��3．6 �8�C��2．9 店�C2�

45 ��白米 �-ｸ/��ゆでう どん �(h揶+ｲ�,��小麦粉 �5�,85��684�42�その他 

100（128．6） 鼎h�C��19．2 ��(�CR�10．2 滴�C"�2．9 滴�C��

46 ��白米 �-ｸ/��ゆでう どん �(h揶+ｲ�,��小麦粉 �5��ﾈ�85��6(6X4"�その他 

100（136．9） 鼎X�Cb�17．4 ��8�C"�12．7 店�C2�2．5 �8�C2�

47 ��白米 �.H,X*B�,x/��中華そ ば �5�,85��684�42�小麦粉 �?ｩgｸ+ｲ�,��その他 

100（110．9） 鉄��C"�21．6 度�C��3．9 �8�C"�3．0 �(�C2�

48 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん �(h揶+ｲ�,��小麦粉 �5�,85��63x�ﾈ42�その他 

100（115．8） 田x�Cb�7．5 店�C��5．0 滴�Cb�4．5 店�Cr�

49 ��白米 �-ｸ/��ゆでう どん �5�,85��63x��42�中華そ ば 傅ﾉI饉"�その他 

100（112．6） 鉄H�CR�12．4 度�C��5．2 �8�Cr�2．7 ��H�CB�

50 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん �(h揶+ｲ�,��スノヾケ’ ッティ 傅ﾉI饉"�その他 

100（109．6） 田h�C2�13．1 塗�C��3．8 �(�C��2ご2 塗�CR�

51 ��白米 �.H,X*B�,x/��スノヾケ’ ッティ �-ｸ/��中華そ ば 傅ﾉI饉"�その他 

100（111．6） 田(�C2�13．8 嶋�C��5．9 �8�C��2．2 �8�CB�

52 ��白米 �.H,X*B�,x/��ぽん �5�,85��69)ｨ42�中華そ ば 傅ﾉ¥�"�その他 

100（127．7） 鼎X�Cr�25．5 ����C"�6．7 店�C2�2．6 滴�C��

53 ��白米 �.H,X*B�,x/��スづケ ツ7‾イ ��ﾈ6yI饉"�片栗粉 �-ｸ/�Z��その他 

100（122．1） 田x�CB�19．0 塗�C��4．6 �(�C2�0．7 ���

注：白米は内地うるち米である。38年度以降の白米には強

化米が加えられている。
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表4　　　豆類の摂取量構成比

年 度 �����9h+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　印 

1位 �(��犬�3　位 滴犬�5位 

37　一 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと芋 �+�/�,�.�*ﾒ�その他 

100（27．9） 鉄��CR�19．1 ��H�C��4．8 ���C��

38・ ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと芋 �+�/�,�.�*ﾒ�なが芋 

100（28．3） 都(�C2�17．5 店�CR�2．5 �(�C"�

39 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと芋 �+�/�,�.�*ﾒ�その他 

100（32．0） 鉄��Cr�29．8 度�CR�3．0 ���C��

40 ��じゃが芋 �*ｸ,(-ﾈ���さと芋 �+�/�,�.�*ﾒ�その他 

100（19．8） 鉄(�CR�21．0 ����C��4．3 滴�C"�

41 ��じゃが芋 �+8,h���さつま芋 �+�/�,�.�*ﾒ�その他 

100（29．1） 田8�C��19．4 ��H�C"�2．1 ���CR�

42 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ巴�さと芋 �+�/�,�.�*ﾒ�その他 

100（39．6） 田x�CH�ﾂ�18．2 塗�C"�6．1 �(�C��

43 ��じゃが芋 �+8,(-ﾉ9��こんにゃく �+8,h���その他 

100（39．7） 鉄��C��33．9 滴�C��2．0 ���C��

44 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと芋 なが等 �+�/�,�.�*ﾒ�その他 

100（50．0） 鉄h�C��19．0 丿S��C��6．7 �(�C��

45 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���こんにゃく �+8,h���その他 

100（30．2） 鉄��CB�r　17．0 ����C��10．9 ���C��

46 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと芋 �,ﾘ.�+8-��そ・の他 

100（30．4） 田��CB�35．7 �8�C��0．9 ���

47 ��じゃが芋 �+�/�,�.�*ﾒ�ー ��ｲ�その他 

100（21．2） 涛h�C��4．0 ��ﾂ�－ ���

48 ��じゃが芋 �+8,(-ﾉ9��こんにゃく ��ｲ�その他 

100（30．9） 塔��C��18．2 ���Cr�－ ���

49 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���こんにゃく ��ｲ�その他 

100（18．3） 塔X�C��10．9 滴�C"�－ ���

50 ��じゃが芋 �+8,(-ﾈ���こんにゃく �+8,h���その他 

100（40．4） 田X�C��17．9 ��(�Cb�2．1 ���CR�

51 ��じゃが芋 �+�/�,�.�*ﾒ�さつま芋 �,ﾘ.�+8-��その他 

100（31．2） 都(�C"�25．8 ���C��0．9 ���

52 ��じゃが芋 �+�/�,�.�*ﾒ�さと芋 �+8,(-ﾈ���その他 

100（39．6） 鉄x�C2�20．81 ��H�C"�6．2 ���Y�｢�

53■ ��じゃが芋 �+�/�,�.�*ﾒ�さと芋　　－ 凾ｻの他 

100（27．6） 塔(�CB�9．0 嶋�Ch�������ﾂ����

20

年 度 �����9h+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　叩 

1位 �(犬�3位 滴犬�5位 

37 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ 佰ｨ*�+��その他 

100（12．2） 鼎��C"�34．9 ����C��2．7 �8�C"�

38 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ 佰ｨ*�+��その他 

100（16．5） 鼎H�C2�44．1 度�C��2．8 ���C��

39 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ 佰ｨ*�+��その他 

100（13．3） 鉄8�C��19．9 ����Cr�9．8 店�Cr�

40 ��とうふ みそ �*H+x*�+��厚あげ �8�,x*H-2�その他 

100（14．0） 丿S38�CR�20．1 嶋�C��1．8 �(�C2�

41 ��み　そ �,h*H-2�うすあげ 佰ｨ*�+��その他 

100（19．3） 鼎h�Cb�24．7 ��(�C��9．8 塗�C��

42 ��み　そ �,h*H-2�うすあげ ��h*�/��その他 

100（20．9） �3��CR�30．6 祷�CR�8．3 ��(�C��

43 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ 佰ｨ*�+��その他 

100（19．7） 鉄X�C2�25．0 嶋�C��5．1 店�Cr�

44 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ 佰ｨ*�+��そあ他 

100（29．6） �3��C2�26．7 ��h�Cr�11．9 店�CB�

45 ��み　そ �,h*H-2�うすあげ �8�,h*H-2�その他 

100（16．9） 鼎��C"�39．8 祷�C��2．0 ���

46 ��み　そ �,h*H-2�うすあげ ��ﾂ�その他 

100（9．5） 鉄H�CB�33．8 ����C��－ ���

47 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ ��ﾂ�その他 

100（31．0） 鉄(�C��35．6 ��(�CB�－ ���

48 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�厚あげ �*H+x*�+��その他 

100（21．8） 鉄��CB�35．6 滴�C��3．6 店�Cb�

49 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ �8�,x*H-2�その他 

100（22．3） 鼎H�Cb�44．5 塗�C��0．9 �8�C"�

50 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ 佰ｨ*�+��その他 

100（21．1） 鉄h�C"�24．7 ��(�Cb�5．7 ���C��

51 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�うすあげ �8�,x*H-2�その他 

100（22．6） 田h�C��25．1 嶋�CB�0．5 ���

52 ��とうふ �-ﾘ��+ｲ�厚あげ �*H+x*�+��その他 

100（17．8） 鼎x�CB�34．2 ��H�CR�3．9 ���

53 ��み　そ �*H+x*�+��－ ��ﾂ�その他 

、100（6．1） 都��Cb�21．4 ��ｲ�－ �����X�ﾂ�

注：うすあげとは1枚約20gのあぶらあげ，厚あげとは1

枚約100gの生あげを指す。　＿



表5　　魚介類の摂取量構成比

給食管理実習の動向　第2報

表6　　獣鳥鯨肉類の摂取量構成比、

年 度 �����J�+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　　叩 

1位 �(犬�3位 滴犬�5位 塗犬�7位 

37 ��さんま 仍ｹ?x5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�あ　じ �+8��,��ちくわ �+8,隰｢�その他 

100（26．3） �3��Cb�19．9 ��(�C"�8．1 度�C��5．4 ��h�C��

38 ��さ　ば �*(��*��魚肉ソ ーセージ �+�*ﾘ.ﾒ�さんま �*���+b�その他 

100（26．3） ����C��17．3 ��h�C"�14．9 祷�C��5．6 ����C��

39 ��魚肉ソ． ーセージ �+8/�-ﾂ�ちくわ �*���+b�さ　ば �+8,隰｢�その他 

100（18．8） �#��C"�17．0 ��H�3"�14．1・ 嶋�Cr�7．0 ����C��

40 ��あ　じ �*�*(,�-��魚肉ソ ーセージ �+8/�-ﾂ�ちくわ �+8,隰｢�その他 

100（19．6） �38�CB�15．9 ��X�C2�7．1 度�C��5．6 ��X�Cr�

41 ��さんま �*���+b�魚肉ソ ーセージ �+8��,��ちくわ �,�.�,b�-ﾈ*ｲ�その他 

100（28．3） �#��C��27．0 ����C��8．1 度�CB�4．8 ��(�C��

42 ��い　か �+8��,��魚肉ソ ーセージ ���+8/�-ﾂ�ちくわ �,�.�,b�-ﾈ*ｲ�その他 

100（27．3） 鼎(�CR�19．8 ����Cr�8．7 度�C"�3．7 塗�CB�

43 ��あ　じ �+8��,��ちくわ 仍ｹ?x5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�い　か �,�.�,b�-ﾈ*ｲ�その他 

100（33．7） �3��C2�22，2 ��X�C��6．3 滴�C��4．7 嶋�Cb�

44 ��あ　じ �+8��,��ちくわ 仍ｹ?x5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�い　か �*�*(,�-��その他 

lPO（31・9） �3X�CB�18・1 ��X�CB�12．6 塗�C"�華・7 塗�Cb�

45 ��魚肉ソ ーセージ �+8��,��ちくわ �+ﾘ��.r�なるとまき きつまあtf �*�-ﾈ-ｨ+��その他 

100（24．4） �3��C"�28．3 ����Cb�8．9 丿Sh�C"�1．6 ���

46 ��さ　ば �+�*ﾘ.ﾒ�魚肉ソ ーセージ �+ﾘ��.r�さば缶 �,�.�,b�-ﾈ*ｲ�その他 

100（28．7） �3X�C"�26．9 ��H�Cr�13．7 �(�Cr�2．2 滴�Cb�

47 ��ちくわ 仍ｸ�I>�5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�さ　ば �+8.ﾘ.r�なると まき ��ﾂ�その他 

100（18．6） �#x�C��写6・1 �#(�C��13．2 ����CB�－ ���C"�

48 ��魚肉ソ ーセージ �+8/�-ﾂ�ちくわ �+8��,��なると まき �*�-ﾈ-ｨ+��その他 

100（26．5） �#x�C��23．8 �#(�C��28．2 �8�C��2．0 ���C��

49 ��さんま �+�*ﾘ.ﾒ�た　ら �+8��,��さば缶 �4X48986��ｲ�5ﾈ�ｸ5ｨ�ｸ5r�その他 

100（15．0） �#��CR�25．3 ��h�C"�13．5 嶋�Cb�5．3 �(�Cb�

50 ��ちくわ �+8/�-ﾂ�魚肉ソ ーセージ �+8��,��あ　じ �+6ﾎt��その他 

100（26．6） �#h�C��18．6 ��8�C2�8．2 塗�Cb�6．5 �5｣��Cr�

51 ��ちくわ 仍ｹ?x5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�さ　ば �*h��-��きつまあげ かまぼこ �,�.�,b�-ﾈ*ｲ�その他 

100（21．1） �3��T��25．0 祷�C��9．6 ��XｦYJ��Fr�3．4 祷�CR�

52 ��メルルー サー �+�*ﾘ.ﾒ�さ　ば �+8/�-ﾂ�なると まき 仍ｹ?x5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�その他 

100（15．6） �#8�Cr�22．3 ��x�C��13．4 塗�CR�4．5 ����C��

53 ��メルルー サー �+�*ﾘ.ﾒ�かまぼこ �,X/�-B�なると まき 倚x*h-��その他 

100（12．0） 鼎X�C��22．6 ��h輾�C��7．5 塗�C��3．0 ���

年 度 �����9h+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　　　　　品 

1位 �(��犬�3　位 滴��犬�5　位 

37 ��豚　肉 �*ﾘ+h.y>��ハ　　ム 佗ｸ��?r�その他 

100（9．7） 田��CR�29．9 �8�C2�2．6 滴�CR�

38 ��くじら肉 �=���?r�合びき肉 �6�����8��R�その他 

100（7．7） 田8�C2�．17．9 祷�C��4．6 店�C"�

39 ��合びき肉 �=���?r�′ヽ　　ム �*ﾘ+h.y?r�その他 

100（6．0） �3��C��20．9 ��x�C��13．9 ��x�CB�

40 ��豚　肉 �*ﾘ+h.y?r�ハ　　ム 俘x-�*ｹ?r�その他 

100（10．2） 鼎8�C��23．8 ����C��5．0 祷�CB�

41 ��豚　肉 �*ﾘ+h.y?r�ハ　　ム 佗ｸ��?r�その他 

100（12．8） 鉄8�CB�34．5 度�C��4．3 ���

42 ��豚　肉 �*ﾘ+h.y?r�効　肉 �6�����8��その他 

100（12．6） �3h�C��26．1 ����C��14．2 滴�C��

43 ��豚　肉 佗ｸ��?r�くじら肉 ��ﾈ�(����8��その他 

100（9．0） �3X�C��28．8 �#H�CR�10．8 ���

44 ��豚　肉 佗ｸ��?r�ハ　　ム �*ﾘ+h.y?r�その他 

100（14．1） 田��C��16．3 ����C2�10．5 ���

45 ��豚　肉 佗ｸ��?r�くじら肉 �6�����8��その他 

100（15．3） 鉄h�C"�24．8 ����C��6．0 �(�C��

46 ��豚　肉 佗ｸ��?r�ノヽ　　ム ��ﾂ�その他 

100（18．2） 塔��C��13．9 �(�CB�－ �8�Cr�

47 ��豚　肉 佗ｸ��?r�合びき肉 ��ﾈ�(����8��その他 

100（20．6） 鼎��C��41．0 度�C��3．1 ���

48 ��豚　肉 佗ｸ��?r�ハ　　ム ��ｲ�その他 

100（16．6） 都(�CB�23．4 滴�C"�－ ���

49 ��豚　肉 佗ｸ��?r�合びき肉 �6�����8��その他 

100（22．6） 都8�Cr�15．0 塗�C��5．1 ���C2�

50 ��鶏　肉 �=���?r�ハ　　ム ��ｲ�その他 

100（28．1） 鉄(�Cr�44．7 �(�Cb�－ ���

51 ��豚　肉 佗ｸ��?r�′ヽ　　ム ��ﾂ�その他 

100（27．4） 鉄��C��42．1 度�C��－ ���

52 ��鶏　肉 �=���?r�合びき肉 �6�����8��その他 

100（44．2） 鼎x�C��42．2 滴�C"�3．2 �(�Cb�

53 ��豚　肉 佗ｸ��?r�ハ　　ム ��ﾂ�その他 

100（43．9） 都��C��28．1 ���C��－ ���

21
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表8　　果物類の摂取量構成比

年 度 �����9h+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　　品 

1位 �(犬�3位 滴犬�5位 塗犬�7位 嶋犬�9位 

37 ��たまねぎ �,�/�+h/��きゃペつ �+�*(+�/��もやし �*ｸ.8*H.��はくきい �6x7ﾘ6r�その他 

100（88．3） ��x�3��15．8 ��H�CB�10．3 度�C"�5．5 滴�C��4．3 �#��Cr�

38 ��にんじん �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�はくさい �*ｸ.�7�,"�ほうれ ん草 �*ｸ.8*H.��だいこん �,ｸ*ﾂ�その他 

100（89．7） ��h�CB�15．2 ��8�C��12．9 嶋�C��6．8 滴�C"�4．0 ����Cb�

39 ��はくさい �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�にんじん �.�.(+R�だいこん �-�*H.｢�/����きゃペつ �,ｸ*ﾂ�その他 

100（81．1） �#h�C��26．0 ��8�C��10．5 塗�C��5．3 �8�C��2．8 店�Cr�

40 ��たまねぎ �*ｸ.�-x,"�にんじん �,ﾘ*ﾘ+8*"�ほうれ ん草 �+�*(+�/��ねぎ �.�.(+R�その他 

100（78．7） �#8�Cr�18．2 ��X�Cr�11．3 ����CB�8．7 滴�C��2．4 店�Cb�

41 ��だいこん �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�はくさい �,�/�+h/��ほうれ ん草 �*ｸ.�7�,"�もやし �,ｸ*ﾂ�その他 

100（96．6） ����C��16．0 ��H�Cb�14．1 ����C2�8．2 店�C��4．4 嶋�CB�

42 ��たまわき �,ﾘ*ﾘ+8*"�ほうれ ん草 �*ｸ.�7�,"�にんじん �+�*(+�/��もやし �,ｸ*ﾂ�その他 

100（109．0） ����CR�18．2 ��h�C��15．2 祷�CB�8．7 �8�C��2．8 塗�C"�

43 ��たまねぎ �+�*(+�/��にんじん �-�*ﾘ+8*"�ほうれ ん草 �.�.(+R�きゃペつ �,ｸ*ﾂ�その鱒 

100（90．1） �#��C��15．6 ��8�C2�13．0 ��(�C��8．5 度�Cb�2．7 度�C"�

44 ��だいこん �,ﾘ*ﾘ+8*"�きゃペつ �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�ほうれ ん草 �,�/�+h/��もやし �,ｸ*ﾂ�その他 

100（111．3） �#��C"�20．4 ��(�C2�12．1 祷�C��9．5 度�CR�2，7 滴�CR�

45 ��たまねぎ �,ﾘ*ﾘ+8*"�にんじん �*ｸ.�7�,"�もやし �-�*H.｢�/����だいこん �*�-ｨ+��.��その他 

100（79．0） �#8�CR�21．6 ��h�C2�8．3 嶋�C��6．6 滴�CB�3．7 度�CR�

46 ��たまねぎ �,ﾘ*ﾘ+8*"�にんじん �*ｸ.�-x,"�もやし �+�*(+�/��ほうれ ん草 �,ｸ*ﾂ�その他 

100（99．9） �#H�C"�18．4 ��(�CR�11．3 祷�CB�6．5 店�C��3．4■ 祷�C"�

47 ��きゃペつ �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�はくきい �,�/�+h/��かぼちゃ �.�.(+R�＿ねぎ �-�*H.｢�/����その他 

100（120．5） ����C"�17．6 ��8�C2�12．8 嶋�Cr�7．8 塗�C"�5．5 ��S��C��

48 ��はくさい �*ｸ.�7�,"�たまねぎ �,�/�+h/��ほうれ ん草 �+�*(+�/��もやし 傅ﾈ*�-B�その他 

100（107．4） �#��C��17．0 ����C��11．6 度�C��7．0 店�C2�4．5 ��X�Cb�

49 ��たまねぎ �,�/�+h/��はくさい �*ｸ.�7�,"�だいこん �-�*H.｢�/����もやし �,ｸ*ﾂ�そみ他 

100（104．1） ����C��15．7 ��X�CB�14，7 ����C��5．6 店�CB�3．5 祷�Cb�

50 ��たまわ �,ﾘ*ﾘ+8*"�にんじん �*ｸ.�7�,"�だいこん �*ｸ.8*H.��ピーマン �,ｸ*ﾂ�その他 

100（119．3） �#��C��16．9 ��X�CB�13．3 度�C"�6．4 �8�C��2．7 ��8�C"�

51 ��きゃ′ぐ〕 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.8*H.��だいこん �,ﾘ*ﾘ+8*"�ほうれ ん草 �+ﾘ*�,ﾂ�その他 

100（119．4） ��h�C��15．9 ��X�C"�10．2 祷�C��6．2 塗�C��3．7 ��h�C��

52 ��にんじん �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�きゃペつ �-�*H.｢�/����だいこん �*ｸ.8*H.��はくさい �.�.(+R�その他 

100（137．5） �#��3��14．4 ����C��9．8 度�CB�6．3 店�C��4．2 ����C��

53 ��にんじん �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�ほうれ ん草 �*ｸ.�7�,"�もやし �+�*(+�/��ごぼう �,ﾘ*ﾘ+8*"�*ｸ.8*H.��その他 

100（126．9） �#8�Cb�19．5 ��(�Cr�8．2 嶋�C��5．2 店�C�ｦS8�C������Cr�

22

年 度 �����9h+ﾘ.���8�堀�｢�食　　　　　　　　　　　　品 

1位 �(��犬�3　位 滴��犬�5位 

37 ��り．んご �-ﾘ*�/��レーズン �*(+�+"�その他 

100（2．7） 塔��CR�9．5 店�C��4．0 ���

38 ��りんご �-ﾘ*�/��か　き �8ﾈ�ｸ5�92�いちご 

100（5．6） 都��C��18．1 店�Cb�3．5 ���Cr�

39 ��りんご �-ﾘ*�/��－ ��ﾂ�その他 

100（9．7） 塔��C��10．9 ��ﾂ�－ ���

40 ��りんご �-ﾘ*�/��みかん缶 �*���*ｲ�その他 

100（13．8） 鉄��C��21．9 ����CB�4．1 �8�Cr�

41 ��りんご �-ﾘ*�/��みかん缶 �*���*ｲ�8ﾈ�ｸ5�92�その他 

100（15．4） 鉄X�C��41．1 �(�CB�各0．7 ���

42 ��りんご �-ﾘ*�/��か　き �-ﾘ*�/�ｬ｢�レーズン 

100（27．1） 鉄H�C"�21．9 ����Cb�2．3 �(�C��

43 ��りんご �-ﾘ*�/��か　き �6�6�6��-ﾘ*�/�ｬ｢�レーズン 

100（37．8） 田��CB�26．3 �(�C2�各0．7 ���Cb�

44 ��りんご �-ﾘ*�/��か　き �8ﾈ�ｸ5�92�みかん缶 

100（36．5） 鉄��Cr�42．0 店�C��1．2 ���C��

45 ��りんご �-ﾘ*�/��バナナ レーズン �-ﾘ*�/�ｬ｢�その他 

100（13．5） 田��CR�29．8 丿S8�C��2．7 ���

46 ��りんご �-ﾘ*�/��バナナ �-ﾘ*�/�*��その他 

100（30．2） 鼎��C��39．8 度�CR�4．4 度�CR�

47 ��みかん �.�/�+"�バナナ �*���*ｲ�■その他 

100（22．3） 鼎x�C��33．8 嶋�CB�7．0 �8�Cr�

48 ��りんご �-ﾘ*�/��バナナ �*���*ｲ�その他 

100（20．4） �3��C"�31．6 ��(�Cb�9．0 嶋�Cb�

49 ��みかん �.�/�+"�バナナ �*���*ｲ�その他 

100（38．4） 田��C��27．5 ��CX�C��2．8 �(�C��

50 ��みかん �.�/�+"�バナナ �8ﾈ�ｸ5�92�その他 

100（20．6） 鼎x�CB�30．9 ��X�C��1．0 店�Cr�

51 ��りんご �-ﾘ*�/��みかん缶 �6�6�6��その他 

100（21．4） 鼎8�C"�37．0 度�Cb�4．8 度�CB�

52 ��みかん �.�/�+"�バナナ �8ﾈ�ｸ5�92�その他 

100（36．4） 鉄(�CB�22．7 ��x�C��1．4 塗�CR�

53 ��みかん �*(+�+"�りんご ��ﾂ�その他 

100（26．5） 都��C2�17．9 ����C��－ ���
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マヨネーズy－1．83＝0．18（Ⅹ一朗．27）で1％及び2．5％

で有意〕。ウースターソース・しょうゆ・塩などは食卓上

にあって喫食に際し自由に調味しているので，構成比は

明確でない。

2．食品の摂取頻度

各年度における食品の摂取頻度を，その年度の全実習

数を100とした比率でみると，表9′、ノ12のとおりであ

る。

1）穀類

主食である米飯・ぽん・うどん・中華そば・スパゲッ

ティの年度別摂取頻度は第1報のとおりであるが，今回

調査した小麦粉の頻度は25～64宛，かたく　り粉13′一55

％，ぽん粉2ル29％である。これらの食品の頻度が多い

年度は小麦粉では46・48・53年度で53”64私　かたくり

粉は50・53年度で43％及び55％，ぽん粉は50・52年度で

29％及び23％になっている。

2）いも類

摂取量比率と同僚向を示し，摂取量の最も多いじゃが

芋が頻度も高′く，29～56％になっている。じゃが芋は48

年度が高率である。さつま芋とこんにゃくの頻度はじゃ

が芋の2分の1以下である。また，さと芋の頻度も摂取

量が少ないために14％以下である。

3）豆煩

みその頻度は8～46％で，米飯の頻度に比較すると低

率であり，みそ汁以外の汁物やお茶が献立に組入れられ

ていたことが認められる。また，うすあげの頻度は10ル

32％，とうふは0′、′25％である。

4）魚介類

生鮮魚介塀よりも加工品の方が頻度は高く，摂取量比

率と一致していない。

全年度をとおしてみると，ちくわと魚肉ソーセージが

高率である。ちくわの頻度は4～26‰　魚肉ソーセージ

は0′、ノ42％である。魚肉ソーセージは49年度以降に頻度

が少ない。これは合成着色料などの添加物をさける学生

の指向からであると考える。なお，49年度以降は摂取す

る魚介煩の種類が多く，食生活の多様化の一面がみられ

る。

5）獣鳥韻肉煩

摂取量比率と同傾向である。すなわち，全年度をとお

してみると，豚肉が最も頻度は商いが，その比率は6ル

73％の差がある。年度別では53年度が38・39年度の9ル

12倍である。鶏肉の頻度は0～50％，ハムは2～19％で

ある。

6）卵規・乳煩

鶏卵の頻度は28～86％で，食生活の変化によって頻度

も若干増加している。乳塀は第1報のとおり摂取量が少

なく頻度も低率である。すなわち，牛乳は0”27％，ス

キムミルクは0〝20％である。なお，46年度以前には牛

乳よりもスキムミルクの方が頻度は高い。

7）野菜類

野菜類中では，にんじんの摂取頻度が61”100％と著

しく高率であり，栄養所要量にもとづいて献立を作成し

ている給食の特徴が認められる。また，ほうれん草の頻

度は11～66％，たまねぎは41～74％の高率である。その

他，ピーマン0～46％，パセリ3”31％，グリンピース

6～29％，きゃべつ10～68％，はくさい8～39％，ねぎ

13”44％，だいこん12′）38％，もやし6～36％，しょう

が0～32％になっている。

8）果物類

摂取量比率と同様に，りんごとみかんが頻度は高率で

ある。特にりんごは42ル44年度が38～47％の高率である

が，37・38・53年度は逆に9～11％である。みかんの頻

度は41年度以降が11′、ノ46％で比較的良好であるが，それ

以前の年度では5％以下である。バナナは45年度以降に

3～14％みられる。レーズンは42年度と45～47年度が10

′、ノ19％である。

9）油脂類・砂糖類

植物油が62～89％の高率である。マーガリソは摂取量

が少ないので頻度も0〃32％である。白砂糖の頻度は39

（′81％の差がある。

10）その他

主な食品の頻度をあげると，ごま3〃30％，しいたけ

3′、ノ55％，わかめ2′〉36％である。調味晶規ではトマト

ケチャップ2′、ノ36％，マヨネーズ4｛′36％になってい

る。

3　食品価格の年次推移

10月から翌1・2月迄の実習時に購入した食品の平均

価格を年次別に示すと表14のとおりである。

1）穀類

米の実習価格は銘柄が不明であるが，帳簿に記載され

ている数値から年次懐向をみると，37年度1kg94円が

53年度には37年度の約3．3倍の311円（以下53年度の倍率

は37年度を基準にしている）で，米飯の頻度が高い本案
1）

習では，主食費の上昇率とほぼ同傾向を示している。小

麦粉の実習価格は薄カ・中力の区別が明瞭ではなく価格

にばらつきがみられるので市価でみると，37年度1kg

52円が53年度には約3．3倍の170円で米価と同一傾向にあ

る。食はんも市価37年度1kg100円が53年度には約2．7

倍の268円である。スパゲッティ・かたくり粉・ぽん粉

は市価不明のため実習価格でみると，53年度のスパグッ

23



長野県短期大学紀要第35号（1980）

表9　こく類・いも類・豆類の摂取頻度

単位＝％

年 度 �+���*ﾘ��ｪ��凾｢　も　戴 劔:H��������f｢�

1位 �(犬�3位 ��犬�2位 �8犬�1位 �(犬�3位 

37 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋1さつま芋 凾ｳと芋 �-ﾘ+ｲ�うすみヂ �,h*H-2�

38 ����7 鼎��9 唐�29 ��r�11 

38 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと芋 �-ﾘ+ｲ�とうふ うすみf �8��,h*�-2�

35 �#��9 鼎R�9 釘�32 丿S�2�3 

39 傅ﾉI饉"�かたく り粉 緬���I["�じゃが芋 �+8,(-ﾈ���さと こんにゃく �*H+x*�+��とう みそ 佰ｨ*�+��

25 ��r�■8 �3R�13 丿SB�10 丿S��4 

40 傅ﾉI饉"�かたく り粉 綿�(/�["�じゃが芋 �+8,b�さつま芋 �-ﾘ+ｲ�うすあIf �,h*H-2�

29 ��b�6 �#��8 澱�20 ��B�8 

41 傅ﾉI饉"�かたく り聯・ �-ｸ/�["�じゃが芋 �*ｸ,(-ﾈ���さと芋 �-ﾘ+ｲ�うすあげ �,h*H-2�

33 �#��2 �3��10 唐�33 �#��18 

42 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+8,(-ﾈｬb�さと こんにゃく �-ﾘ+ｲ�うすあげ �,h*H-2�

34 �#��16 鼎r�16 丿Sb�28 ����13 

43 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �*ｸ,(皦饕�こんに ゃく �-ﾘ+ｲ�とう、 �*H+x*�+��

34 �#��16 鼎B�25 澱�28 �#R�22 

44 傅ﾉI饉"�かたく り紛 �-ｸ/�["�じゃが芋 �*ｸ,(-ﾉ9��さと芋 �-ﾘ+ｲ�うすあげ �,h*H-2�

47 �3��16 鉄2�16 ��2�41 �3��25 

45 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+�/�,��.�*ﾒ�さと さつま芋 �-ﾘ+ｲ�うすあIf �,h*H-2�

45 ����13 鼎R�13 ����39 �#��13 

46 傅ﾉI饉"�ぽん粉 �*�+ﾘ*ﾒ�.閏"�じゃが芋 �*ｸ,(-ﾈ���さと事 �-ﾘ+ｲ�う†あIf �,h*H-2�

58 ����13 �3b�16 �2�26 ��2�10 

47 傅ﾈ��["�かたく り粉 �-ｸ/�[B�じゃが芋 �+�/�,��.�*ﾒ�－ �-ﾘ+ｲ�うすあげ �,h*H-2�

37 �3��19 鼎��4 ��ｲ�37 ��C3��22 

48 傅ﾉI饉"�かたく l）粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+8,(-ﾈ���こんに ゃく �-ﾘ+ｲ�とうJ �*H�X-ﾖb�

53 �#R�16 鉄b�9 �2�41 ��b�13 

49 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芦 �+8,(-ﾈ���こんに ゃく �-ﾘ+ｲ�うすあtf �,h*H-2�

30 �#r�12 �32�6 �2�46 ����12 

50 �*�+ﾘ*ﾒ�.閏"�小麦粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+�/�,��.�*ﾘ�ﾂ�さつま芋 �-ﾘ+ｲ�*H+x-ﾘ���とうふ 佰ｨ*�+��

43 �3b�29 鼎2�18 ����各32 �#��4 

51 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+�6ﾘ/�,��.(*ﾒ�さつま芋 �-ﾘ+ｲ�う欄で �,h*H-2�

39 �#��14 鼎2�21 釘�36 �#��25 

52 傅ﾉI饉"�*�+ﾘ*ﾘ.��ぽん扮 ��ﾂ�じゃが芋 �+�/�,��さと芋 �-ﾘ+ｲ�とうふ �*H+x*�+��
やく 

．各27 �#2�－ 鉄��2虚 ��B�36 ����14 

53 傅ﾉI饉"�かたく り粉 �-ｸ/�["�じゃが芋 �+8,h饕�+�x�?�.(*ﾒ�ー �-ﾘ+ｲ�うすみ子 ��ｲ�

64 鉄R�18 鼎b�各9 ��ｲ�27 ����－ 
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衰10　魚介類・獣鳥鯨肉顆・卵類・乳類の
摂取頻度　　　　　　単位＝％

年 度 仍ｸ��櫁��}��劔%��I8x��?~俊�剽送ﾞ （鶏卵） 凉���Jﾒ�

1位 �(犬�3位 滴犬�1位 �(犬�3位 ��1位 �(犬�

37 仍ｹ?x8｢��ｴｨ7��ｸ5r�さんま �+�*ﾘ.ﾒ�あじ さは缶 �=�?r�くじら内 �6�8��ﾇｹ?r� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��牛乳 

30 ����6 丿SR�31 途�各2 鼎��13 唐�

38 仍ｹ?x5ﾂ�耳耳5ｨ�ｸ5r�ちくわ �+8,��*(*��さんま �*ﾘ+h.y>��豚肉 �����*ｹ>�� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��牛乳 

22 ��b�各7 釘�11 澱�4 �#��20 �2�

39 仍ｨ�ﾂ�ちくわ �,�.�,h-ﾈ*ｲ�処,隰｢�ﾟx*h-��あじ さんま 俘x-�*ｹ>��豚肉 ハム 佗ｹ?r� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��－ 

33 ��r�各8 丿SB�10 丿S��4 �3��8 ��ｲ�

40 仍ｹ?x5ﾂ��h�h�ﾈ5r�あ　じ �+�*ﾘ.ﾒ�,�.�,h-ﾈ*ｲ�か1なめ �=�?r�′ヽム �*ﾘ+h.y>��ﾇｹ?r� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��乳製届 

12 唐�・各6 釘�22 ��"�客4 �3��12 �"�

41 �+8/�-ﾂ�ｹｹ>�5ﾂ��ﾈ7��ｸ5r�なると まき �*�+b�*(*��ちくわ しらす干 �=�?r�ハム �*ﾘ+h.y>�� 从ﾙ?ｲ�スキム ミルク 

各13 湯�各7 丿SB�31 ����6 鼎��11 湯�

42 �*(*��+X.x�ｫ��ｧﾘ.��ｦS�2�なると まき �+�*ﾘ.ﾒ�+8,��V�*h-��さんま かまぼこ �=�?r�ハム 佰�?r� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��－ 

9 丿Sb�′●各3 �#R�19 湯�53 澱�－ 

43 �+�*ﾘ.ﾒ�なるとまき あじ �+8,��ｹｹ>��5ﾃ�5ｨ�ｸ5r�桜え �=�?r�ﾇｹ?r�ハム �*ﾘ+h.y?r� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��牛乳 

16 ��2�各9 澱�各22 ��2�6 鉄��13 �2�

44 �+�*ﾘ.ﾒ�讐ごジ �*���+b�さは いか なるとまき �=�?r�鶏肉 ハム �*ﾘ+h.y>�� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��牛乳 

22 ��b�13 �7綯�28 丿S�b�3 �3��6 �2�

45 仍ｹ>�5ﾂ��ｸ5ｨ�ｸ5r�ちくわ �+8��,��なるとまき 桜えび �=�?r�鶏肉 �6�8�� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��乳製品 

42 ����10 丿Sr�36 ��b�13 都��13 途�

46 �+�*ﾘ.ﾒ�魚肉ソ ーセージ �+8��,��たら 一軋；ご �=�?r�鶏肉 �6�8�� �5�4ﾈ8��7�8ｸ4��牛乳 

26 �#2�10 ��hｦSr�55 ����3 田��13 途�

47 凅(.��なると まき �+�*ﾘ.ﾒ�さ　ば �=�?r�鶏肉 �6�8��ﾘx-�*ｹ?r� 从ﾙ?ｲ�乳製品 

19 ��R�11 途�41 �#b�各4 田r�7 釘�

48 ��(5ﾂ�耳���5r�ちくわ �,�.�,ﾘ*ｲ�+8/�-ﾂ�さ　ば �=�?r�鶏肉 ��ﾈ�(8�� 僵ﾈ對ﾂ�乳製品 

41 �#R�各13 湯�44 ��b�6 鉄��6 �2�

49 �+�*ﾘ.ﾒ�さんま �,�.�,h-ﾈ*ｲ�4X48986��ｲ�5ﾈ�ｸ5ｨ�ｸ5r�さば でんぶ 綴えび �=�?r�鶏肉 ハム ��ｲ� 从ﾙ?ｲ�乳製品 

21 湯�　J ．な＿－与． ��XｦS��49 丿S��－ 鉄R�9 澱�

各6 

50 �+�*ﾘ.ﾒ�蝕内ソ ーセージ 捕えぴ �+8/�-ﾂ�さば いか さば缶 �=�?r�鶏肉 ��ﾈ�(8�� 从ﾙ?ｲ�ー 

25 ��B�11 亶�r�39 �#��11 都��11 ��ﾂ�

51 �+�*ﾘ.ﾒ�鯛ソ ーセージ �,X/�-R�*�-ﾄ�,��なるとまき �=�?r�鶏肉 ��ﾈ�(8�� 傴ｸｷﾒ�－ 

25 ��B�各11 途�32 �#R�14、 鉄r�各7 ��ﾂ�

52 �*�-ﾈ-ｨ+��,�.�,h-ﾈ*ｲ�ちくわ ��ﾈ8ｸ8ｸ�X�ﾈ5H耳�X�X+2�,��Xｹｹ>�5ﾈ耳�爾�ｸ韈��97�8(�8�B�kﾈ�SR�佗ｹ?r�豚肉 �6�8�� 从ﾙ?ｲ�乳製品 

各14 湯��50 鼎��18 塔b�27 ��H�B�

53 �,X/�-B�終えぴ・なるとまき 劔=�?r�鶏肉 �6�8�� 从ﾙ?ｲ�?ｹ�ｹV��－ 
かまぼこ 

18 丿X�����73 ����9 鉄R�‘18 ��ｲ�
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表日　　　野菜類の摂取頻度

年 度 ��犬�2位 �8犬�4位 店犬�6位 度犬�8位 

37 �,�/�+h/��た．またぎ �*ｸ.�-x,"�きゅうり �.�.(+R�ピーマン �-�*Hｾ9�ﾈ����ﾈ��5ｨ.��+X.X*H*｢�だいこん ねぎ 

78 鉄��30 ����18 ��r�各14 丿S�2�

38 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.�-x,"�ほうれ ん草 �,ﾘ*ﾘ+8*"�きゅうり �,ｸ��*ﾂ�しょうが 

72 鼎b�33 �#��23 ����18 ��r�

39 �,�/�+h/��たまねぎ �,ﾘ*ﾘ+8*"�列ンピース ほうれん草 �.�.(+R�パセリ・ね ぎ・Llうカ �+�*(+�/��きゃべつ 

65 鉄"�35 丿S#��19 丿S�r�13 ����

40 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.�-x,"�ほうれん草 しょうが �7�5ｨ8｢�はくさい �+�*(+�/��+X.X*H*｢�4��6ﾘ9878�ｸ5��ピーーマン しゆんぎく レタス 

61 鉄r�35 �3��22 �#��各18 丿S��

41 �,�/�+h/��ほうれん草 たまねぎ �+�*(+�/��はくさい し上うが �*ｸ.�-x,"�パセリ ��9878�ｲ�だいこん もやし 

82 �7紊r�31 丿S#B�22 �#��15 丿S���

42 �,�/�+h/��ほうれ ん草 �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�きゃべつ �,ﾘ*ﾘ*ｸ*"�だいこん �7�5ｨ8｢�,ｸ��*ﾂ�4��8ﾈ7(�ｸ5��もやし しょうが 

69 田b�59 鼎B�34 �#R�各22 丿S�2�

43 �,�/�+h/��ほうれ ん草 �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�ね　ぎ �+�*(+�/��7�5ｨ8｢�,ﾘ*ﾘ+8*"�もやし �*ｸ.�-x,"�L上うか 

78 鉄b�53 �3B�各31 �#��25 ����

44 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.�-x,"�ほうれ ん草 �+�*(+�/��はくさい �7�5ｨ8｢�.�.(+R�ね　ぎ 

69 鼎r�44 鼎��38 �3B�各28 �#R�

45 �,�/�+h/��lたまねぎ �,ﾘ*ﾘ+8*"�列ンピース きゃべつ �78�ｸ7ﾘ92�,ｸ��*ﾂ�ほうれん草 もやし �+�*(+�/��+X�8*H*｢�′ヾセリ 

87 田R�36 丿S#��卑23 丿S���各13 ����

46 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.�7�,"�,ﾘ*ﾘ+8*"�ね　ぎ �-�*H.ｨ/����.�.(+R�だいこん 亂x9878�ｲ�*ｸ.8*H.��ピーマン 

84 都B�各39 �#2�各19 ��b�各13 ����

47 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.�-x,"�ね　ぎ �-�*H.ｨ/����はくさい �5ﾈ�85ｨ8｢�列ンピー もやし 

85 都��59 鼎B�37 �3��26 �#"�

48 �,�/�+h/��■きゃペつ �+ﾘ-ﾈ,ｸ*ﾂ�はくさい �-�*H.ｨ/�ｧb�78�ｸ7ﾘ92�しょうが �*ｸ.8*H.��ねぎ・もや だいこん 

81 鉄��41 �3��各34 �#R�22 丿S���

49 �,�/�+h/��たまねぎ �-�*H.ｨ/����+8.(-x,��+ﾘ*ﾂ�だいこん はくさい �+X�8*H*｢�パセリ もやし ピー■アン ��9878�ｲ�だいこん きゅうり 

85 田��各33 丿S3��24 丿S#��18 丿S��

50 �,�/�+h/��たまねぎ �*ｸ.�-x,"�ピーマン �,ｸ��*ﾂ�*ｸ.8*H.��はくさい しょうが �+�*(+�/��ほうれん草 こぼう もやし 

75 田B�50 鼎b�各38 丿S#��14 丿Vﾆ��

51 �,�/�+h/��きゃべつ �*ｸ.8*H.��たまねぎ �+�*(+�/��+X.X*H*｢�′ヾセリ ね　ぎ ピーーマン �-�*H.ｨ/��はくさい たけのこ ク1ンビ」 

93 田��57 鉄B�各32 丿S#��21 丿S���

52 �,�/�+h/��たまねぎ �-�*H.ｨ/����*ｸ.�7�,"�ね・ぎ きゅうり �+�*(+�/���ﾈ��5ｨ8｢�8ﾈ5��にら・ピーマ ン・もやし・ Llうが・ブ �+(-�*B�,ﾘ*ﾘ+8*"�+ﾘ*�,ﾈ+��しゅんぎく さや止If 

100 田B�各46 丿SC��．各23 丿S���一各14 丿S��

53 �,�/�+h/��たまねぎ �-�*H.ｨ/����きゃべつ �7(耳�X7ﾘ92�+(-ｨ*B�.�.(+R�′くセリ・ね ぎ・きゅうり ク1ノンピース �+8.(*(/��+�/��R�+�*(+�/��しゆんぎく レタス 

100 都2�64 鼎b�各36 �7�#r�各18 丿S��

表12　果物類・油脂類・調味品類の摂取頻度

単位＝％

年 度 �ｨ����Z������ｲ�剿禔@脂　親 剪ｲ味晶顆 

1位 �(��犬�3　位 ��犬�2　位 ��犬�2　位 

37 �.�/�+"�みかん レーズン �*(+�+"�植物油 �7ﾘ�ｸ4ｸ8ｨ92�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

10 丿S"�1 塔��19 澱�5 

38 �.�/�+"�みかん �8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ*�*��マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

11 �2�2 都��17 ��"�5 

39 �.�/�+"�みかん ��ﾂ�植物油 �8H�ｸ�8�(92�トマトケ チャップ �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5��

19 釘�－ 田R�23 ����8 

40 �.�/�+"�レ「ズン �-ﾘ*�/��植物油 �7ﾘ�ｸ*�8ﾂ�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

16 澱�5 都B�18 ����12 

41 �-ﾘ*�/��りんご 傲ﾈ-ﾘ*�/��8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ4ｸ8ｨ92�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

24 �#��各2 田"�24 ����2 

42 �.�/�+"�みかん �8ﾈ�X�ﾈ5�92�鱒物抽 �7ﾘ�ｸ4ｸ8ｨ92�マヨネーズ トマトケ十 十・ノ7■ ��ﾂ�

38 �#��19 都R�25 丿X��#"�－ 

43 幽�ｨ/�+"�みかん 傲ﾈ6�6�6��8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ*�6ﾘ92�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

47 �3��各3 都��16 ����13 

44 �-ﾘ*�/��りんご． 丿��8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ*�*��マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

41 �3��各6 田��9 �#R�16 

45 �.�/�+"�みかん �8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ*�8ﾂ�7ヨネ一一ズ ト■7トケナ 十ツナ ��ﾂ�

29 ����10 塔r�32 丿S���－ 

46 �.�/�+"�みかん �8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ*�*��マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

26 ����13 塔B�19 �#��10 

47 �-ﾘ*�/��りんご �8ﾈ�ｸ5�92�植物油 �7ﾘ�ｸ*�*��トマトケ チャップ �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5��

26 ����11 都B�4 ����4 

48 �-ﾘ*�/��りんご �6�6�6��植物油 �7ﾘ�ｸｯx92�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

22 ����6 都"�19 �#"�19 

49 �-ﾘ*�/��りんご �6�6�6��植物油 �7ﾘ自_ｳ�8ﾂ�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

36 �#r�6 塔"�15 ����15 

50 �-ﾘ*�/��りんご �6�6�6��植物油 �7ﾘ�ｸ4ｸ8ｨ92�トマトケ チャップ �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5��

25 ��B�7 塔��14 ����11 

51 �.�/�+"�みかん �6�6�6��-ﾘ*�/�ｬ｢�植物油 �7�5��ｲ�トマトケ チャップ �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5��

18 ����各4 塔b�11 ����14 

52 �-ﾘ*�/��りんご �6�6�6��植物油 �7ﾘ�ｸ4ｸ8ｨ92�マヨネーズ ト・？トケチ ャップ ��ｲ�

36 �#r�14 塔b�23 丿X��3b�ー 

53 �-ﾘ*�/��いちご �.�/�+"�植物油 �7ﾘ�ｸ4ｸ8ｨ92�マヨネーズ �6x7ﾘ6x5��6�886(7b�

46 ����9 塔"�18 �3b�9 
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食費と白米・魚・肉・卵価格の年次別推移
（昭和37年＝100）

％

3738394041424344454647484950515253年

表13　魚介類1食当たりの価格

26

ティ・かたくり粉の価格は約2．8倍，ぽん粉は5．8倍にな

っている。ぽん粉は53年度が特に高価である。

2）いも類

摂取量の多いじゃが芋・さつま芋は銘柄が不明である

が，実習価格と市価との差は少ない。実習価格はじゃが

芋の37年度が100g3円，53年度は4．7倍の15円である。

さつま芋は37年度100g4円が53年度23円（市価）で，

じゃが芋よりも若干値上り率が大きい。

3）豆塀

とうふ・うすあげ・みそについて価格の変動をみる

と，とうふは実習価格の37年度100g5円が53年度3．8

倍の19円（市価），うすあげは37年度100g20円が53年度

約4．8倍の95円（市価）である。みそは銘柄が統一され

ている市価でみると，37年度1kg88円が53年度3．3倍の

293円である。なお，実習では市価よりも安価なみそが

購入されている。

4）魚介頬

一般に生鮮魚介塀は価格の上昇率が著しく，食生活の

変化と相まって摂取量を低下させている。つぎに，価格

の上昇率を市価で比較する。

さんまは37年度100g6円が53年度には約11．3倍の68

円に高騰している。あじは37年度100g9円が53年度に

は15．9倍の143円になり，その上昇率はさんまよりも著

しい。するめいかはさらに上昇率が大きく，37年度100

g8円が53年度には約20．4倍の163円である。するめい

かは48年度以降が特に高価である。しかし，さばは例外で

値上り率が低く，37年度100g13円が53年度35円であり，

比較的多くの年度にとりいれられている。一方，魚介類

の加工品は価格の上昇率が非常にゆるやかである。すな

わち，ちくわは37年度100g11円が53年度4．7倍の52円，

魚肉ソーセージは37年度100g24円が53年度約2．6倍の63

円になっている。さば水煮缶は平2号缶で37年度が44円

（実習価格），53年度80円で，鮮魚のさばと同様に価格

の上昇率は低率である。図は，食費と白米・主な魚介・

獣鳥肉・鶏卵の上昇率を37年度を基準に示したもので，

生鮮魚介塀の値上り率は他の食品に比較して非常に大き

いことが認められる。

つぎに，各年度で摂取量の多い魚介類について，食費

中にしめる価格（実習価格）の割合を調査すると，5．3

％（51年度ちくわ，摂取量22．9gで価格7．6円）～33．4

％（52年度メルルーサ一，摂取量80gで価格60円）とな

り，魚介煩の種塀と摂取量などにより食費中にしめる価

格の割合に差が認められる。しかし，表13のとおり，同
一年度内の魚介叛では食費中にしめる価格の割合に差が

少ないものもある。これは一定の食費で献立を作成する

場合当然考えられることである。



給食管理実習の動向　第2報

5）獣鳥鯨肉叛

豚肉・幾肉・ハムは生鮮魚介頬に比較すると価格の上

昇率は低率である。これを市価でみると，豚中肉は37年

度100g59円が53年度約2．6倍の155円，鶏上肉は37年度

ユ00g54円が53年度約2．1倍の115円，プレスハム（中）

は37年度100g56円が53年度約3．5倍の194円である。

つぎに，摂取量の多い肉掛こついて食費中にしめる1

食当たりの価格（実習価格）の割合を調査すると，豚肉

は1食の摂取量が29．1g（46・48′）50年度の平均）で

その価格は28．1軋食費中の価格の割合は30．1％，鶏肉

は1食43．0g（50〃52年度平均）でその価格は48．2円，

食費中の割合は31．4‰　プレスハムは1食12．6g（39・

40・42年度平均）でその価格は5．8円，食費中の割合は

14．6％である。40年度以前に摂取量が多かったくじら肉

は1食の摂取量が49g（37・38・40年摩平均）で価格は

6．4円，食費中の割合は19．6％の低率である。しかし現

在のくじら肉は非常に高価であり実習にはとりいれられ

ない。

以上の結果からみると，獣鳥肉類の価格の上昇率は魚

介炉より低率であるが，これは実習初期の年度の獣鳥肉

塀価格が魚介叛よりもはるかに高価であったことによる

ものである。現在の獣鳥肉煩の価格は高騰した魚介額と

同程度なので，何れの食品からも動物性たん自質を確保

する献立作成は困難になっていると考える。

6）卵塀・乳類

卵棋・乳現は価格の上昇率が非常に低く好ましい状況

である。すなわち，鶏卵は37年度市価100g25円が53年

度約1．3倍の33円，牛乳は37年度市価100郡β8円が53年度

約3．5倍の28円である。また牛乳は，容量の大きいバッ

ク入り晶を購入した年度には安価になっている0

7）野菜頼

野菜頬は単価が低いが，その上昇率を実習価格でみる

と，にんじん・ほうれん草は37年度100g4円及び6円，

53年度23円及び21円で，53年度の価格は37年度の5．8倍

及び3．5倍である。摂取量の多いたまねぎは37年度100g

3円が53年度は5倍の15円である。

その他，表中の野菜煩について37年度と53年度の価格

を比校すると，もやし・きゃべつ・きゅうり3ル4倍，

はくさい・だいこん5倍，ごぼう・ねぎ8ル9乱　ピー

マソ12倍である。

8）果物頼

実習時のりんごは種頬が明記してないので，国光の市

価で比較すると，37年度100g7円が51年度には4．9倍の

34円である。冬みかんは37・47年度の市価が100g10円，

53年度が実習価格で16円である。バナナは市価が37年度

100g12円，53年度17円である。一敗に果物の値上り率

ほ野菜よりも低率で，これが献立に多くとりいれられる

ようになった一因にもなっている。

9）油脂類・砂糖類

油脂類の大部分をしめている植物油は，実習時の種類

が明瞭ではないが，市販大豆油（白鮫油程度）を使用し

ていたのではないかと考える。

つぎに，価格の上昇率を種類が統一されている大豆油

の市価でみると，37年度1，β170円が52年度約2．1倍の

357円である。マーガリソの市価は37年度100g33円が53

年度は約2．5倍の81円になっている。しかし，年度によ

っては前年度に購入した分も多少含まれている。一般に

油脂塀の価格の上昇率は低い。

白砂糖の価格は実習価格で37年度11柑140円，53年度

237円で，値上り率は植物油よりもさらに低率である。

10）その他

摂取量が少ない種実額と干物・なま物の区別が不明瞭

なきのこ類・海藻頬の価格は省略する。

調味晶炉は実習価格でみると，トマトケチャップは37

年度100g23円が53年度には約1．5倍の34円，マヨネーズ

は37年度100g37円が53年度には1．4倍の52円，塩は37年

度1kg38円が53年度には約1．6倍の60円，食酢は37年度

1一β62円が53年度には約3．1倍の190円である。ウースタ

ーソースは種類と価格にあいまいな年度があったので市

価でみると，並程度のものが37年度1・β156円，53年度

には約3・1倍の487円になっている。調味晶類の実習価格

は，大量一括購入して安価になっている年度もある。

4　ガス使用量と料金について

ガス使用量は，本学の旧学生寮炊事場に設置されてい

た東京ガスの都市ガス用メーターで調理前後に測定して

いるが，37・38年度の使用量には調理後に行われる食券

消苺のガス畳も加算されているために他の年度よりも多

くなっている。また，ガス料金は，算出方法が年度によ

りことなっている。すなわち，37年度の料金は全実習終

了後の使用量から，40年度は月ごとの使用量から，他の

年度は毎回の使用量から計算している。

各年度のガスの使用量及びその料金は表15のとおりで

ある。ガスの使用量は37年度では1実習あたり平均29．6

m8，38年度では20．1mBで，前述の理由のために使用豊

が多くなっているが，39年度以降は1実習あたり7．1m8

ル11・7mBである。この使用量は当然のことながら献立

の種煩によって差があり，サンドウィッチのように加熱

時間が非常に少ない献立の場合には少なく，逆に加熱に

長時間を要する煮物・あげ物・やき物などの場合には多

くなっている。

27
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長野県短期大学紀要第35号（1980）

蓑15　ガス使用量及びガス料金　（1奨習当たり）

注：Ⅹは平均値，S．Dは標準偏差

1回の実習で支出するガス料金は273．3円一833．0円で

あるが，51年度を除くとガス料金の上昇率は低率であ

る。51年度のガス使用量は47年度と大差がないにもかか

わらず，ガスの単価が上昇したためにその料金は37年度

の約2倍になっている。しかし，実習時のガス料金は大

学当局で負担しているので，食費に直接影響を及ぼして

いない。

30

要　約

昭和37年度から53年度までの給食管理実習で使用した

食品について，食品塀別摂取量構成比及び食品摂取頻

度，食品価格・ガス使用量と料金について調査すると，

つぎのとおりである。

（1）給食で選択される食品の種類は価格・栄養・購入

量などから限定されている。

（2）生鮮魚介叛（さばを除く）・くじら肉は価格の変

動が大きく，各年度の摂取量に影響を及ぼしている。

（3）スパゲッティ・鶏肉・鶏卵・みかん・バナナ・ト

マトケチャップ・マヨネーズの摂取量は，価格の上昇率

が低いことや食生活の洋風化により増加している。

（弔　食品類別摂取量比率と食品摂取頻度とは必ずしも
一致しない。しかし，にんじんは摂取量比率，摂取頻度

とも高く，集団給食の特徴が現われている。

（5）調理によるガスの使用量は55′｝90食では7′、ノ12

m8である。

おわりに，統計資料のご提供を頂いた長野県庁情報統

計課の方々ならびに，資料の収集・整理にご協力下さっ

た本学家政科卒業生神林栄子氏に厚くお礼申し上げま

す。
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